
　　　　

令和8 年 1 月 23 日

10 時 00 分から 19 時 00 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

通常の活動に加え、季節に合わせた活動（夏祭り、ハロウィン、クリスマス等）

家族支援

相談しやすい体制を整え、家庭との情報共有（家庭での様子や困りごと等）を
丁寧に行う。自立に必要な療育について共に考え、安心して日々の生活を送れ
るようサポートする

移行支援

移行支援関係機関との連携を図り情報を共有する。途切れのない一貫性の
ある支援を行う

地域支援・地域連携

地域にある関連サービスと連携し、協力して支援を行う

職員の質の向上

事業所内研修、外部研修を通し支援の質の向上を目指す
研修や振り返りを通して知識や技術を高め、職員間で情報共有と連携を行
う

支　援　内　容

本
人
支
援

・手洗い、着脱、食事、排泄といった日常生活に必要なスキルを身につけられるよう支援する
・一日の流れを一緒に確認しながら、活動の見通しを持ち、安心して行動できるよう支援する

・姿勢と運動動作の基本的スキル向上のため、体幹やダンス、スポーツなどを通した運動療育を行う
・感覚過敏や鈍麻に配慮し、環境や活動内容を調整する

・視覚的支援を用いて、活動の流れやルールをわかりやすく伝える
・感覚や認知の偏り、コミュニケーションの特性を踏まえ、適切な行動へと導く支援を行う

・個々の発達段階に対応するコミュニケーション手段を選定し、安心して意思の疎通ができるよう支援する
・集団活動を通して、他者との協力ややりとりの場を提供し、コミュニケーション能力の向上を図る

・集団の中で役割分担やルールを守る大切さを知らせ、社会性や安定した人間関係の形成を支援する
・成功体験を積み重ね、自己肯定感を高める関わりを行う

法人（事業所）理念
「働くママ・パパのちからになりたい」
本事業所では、子ども本人への支援に加え、保護者の就労や家庭状況にも配慮した支援を行います。
安心して過ごせる「居場所」となり、スモールステップを積み重ねながら、自信と笑顔に繋がる支援を行っていきます。

支援方針

本事業所では本人の気持ちや特性を尊重し、安心して過ごせる環境の中で、選択や成功体験を大切にした支援を行います。
一人ひとりの発達段階に応じた関わりを通して、自己肯定感と社会性の育成を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名
放課後等デイサービスぴーすてっぷ
（児童発達支援） 支援プログラム（参考様式） 作成日


